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は じ め に 
 

2019 年 12 月に、中華人民共和国湖北省武漢市で確認された新型コロナウイルスは、パンデ

ミックとなり、日本でも緊急事態宣言が発令される事態となりました。 

全国の衛生研究所は，新型コロナウイルスの検査対応に忙殺され，通常業務の実施も困難な

状況が続いております。 
また、国内では 2020年 11月以降、西日本を中心に相次いで家きんの高病原性鳥インフルエ

ンザが発生しています。 
他にも、世界的な感染症の動向としては、エボラ出血熱、中東呼吸器症候群(ＭＥＲＳ)、

ジカウイルス感染症などの「新興感染症」が、世界各地で発生しています。 
さらに、地球温暖化の進展に伴うヒトスジシマカの生息域の北上や感染症媒介節足動物

の分布可能域の変化などにより、感染症の発生動向は、今後ますます拡大、変化、複雑化し

ていくことが予想されます。 
 
このような新しい感染症等の健康危機事象に対応するため、感染症発生動向調査事業は、

明確なエビデンスとして利用される大変重要なものであります。そのため、実施主体であ

る当保健製薬環境センターの役割と責任は、ますます重要であると考えております。 
感染症対策の一層の強化と充実を図るため、海外からの情報を含め健康危機に関する情

報を常に把握し、今後も状況の変化に応じ、迅速かつ的確な調査と情報提供を行えるよう、

疫学情報部門と検査部門との連携のもと、事前対応型の業務推進に努力してまいります。 
 
このたび、2019（令和元）年における徳島県の感染症情報を整理し、年報を作成しました

ので、感染症対策の資料として御活用いただければ幸いです。 
なお、この事業の実施に当たりましては、県内各医師会、定点医療機関を始めとする関

係者の御協力をいただいております。この場を借りて深く感謝いたします。 
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